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【調査研究・研修の概要】

・第一次泡瀬訴訟で原告が勝利したことにより中断されていた泡瀬埋立事業が、2011 年 10 月から再開された。

・この埋立は、空気圧送船による浚渫土砂流し込み事業を含んでいるので、海洋の汚染が心配される。

・工事期間中、定期的に（１月に 1 回）に工事現場周辺の定点（10 箇所）から海水を採取し、専門家に分析を

依頼し、濁り・汚濁を監視する。異常があったときは、記者会見、事業者への要請を行う。

･これまでの調査結果では、連続した高い値は検出できなかった。

･今年度（2013 年度）以降が、本格的な埋立工事になることから、引き続き、調査が必要である。

【調査研究・研修の経過】

2011 年 10 月から 2012 年 4 月までの間、6 回の調査

2012 年 12 月から 2013 年３月までの間、4 回の調査

2013 年 8 月以降、引き続き調査

【今後の展望など】

・2013 年度~2015 年度は、毎年 80 万㎥の浚渫土砂を投入することから、引き続き調査する。

・高木基金の助成は、2012 年度であるが、2013 年度も調査を継続する。

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：円） 充当した資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費
採取した海水を沖縄市から名護市（名桜大

学）へ届ける交通費 2000 円×10 回分）
20,000 20,000

機材･備品費 調査の船（１隻）の借用料・燃料費 350,000 350,000

協力者謝礼など 調査人（４人）の弁当飲み物 25,000 25,000

合 計 395,000 395,000
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助成のテーマ 泡瀬干潟・浅海域での埋立工事による濁り・濁度の調査








